平成1６年度　第１回　デジタル1種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、抵抗R4を流れる電流は、（　ア　）アンペアである。ただし、電池の内部抵抗は無視るものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　1　　②　2　　③　4　　④　6　　⑤　8　　⑥　10
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　(2)　図－2に示す回路において、リアクタンスXCが6オーム以上とすると、XCは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　12　　②　18　　③　24　　④　30　　⑤　36



[image: image2.wmf]‚q��‚P‚Q�kƒ¶�l

‚w�@��‚U�kƒ¶�l

�}�|‚Q

‚w‚ƒ

8�kV�l

10�kV�l

‚k


　(3)　静電容量Cファラドのコンデンサに蓄えられている電荷をQクーロンとすると、このときのコンデンサの端子電圧は、（　ウ　）ボルトになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
[image: image3.wmf]Q

C

　　②　
[image: image4.wmf]Q

C

２

　　③　２CQ　　④　
[image: image5.wmf]C

Q

２

　　⑤　
[image: image6.wmf]C

Q




　(4)　正弦波交流における電流の平均値は、その実効値と比較して、（　エ　）値になる。　　 (5点)
	　①　小さい　　②　大きい　　③　等しい　　④　場合により異なる。


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　半導体の特性について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　N形半導体は、4価のシリコン(Si）真性半導体の結晶中にリン（P）などの3価の元素を微量に加えたとき生成される、自由電子が多数キャリアとなる半導体である。

　　B　P形半導体は、4価のシリコン(Si)真性半導体の結晶中に電気伝導の担い手となる正孔を生成するため、微量の3価の元素を加えたものであり、この3価の元素はドナーといわれる。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　図－1に示す回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧Viを加えたとき、コレクタ電流ICが図－2に示すように変化した。ICとコレクタ－エミッタ間の電圧VCEとの関係が図－3に示すように表されるとき、このトランジスタ回路の電圧増幅度を40とすれば、Viの振幅は、（　イ　）ミリボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　10　　②　20　　③　30　　④　40　　⑤　50
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　(3)　電界効果トランジスタは、多数キャリアのみで動作するものであり、（　ウ　）トランジスタの一種である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ダイコード　　②　バイナリー　　③　ショットキーバリア

　④　バイポーラ　　⑤　ユニポーラ


　(4)　バリスタは、（　エ　）特性が非直線的な変化を示す半導体であり、過電圧の抑制、衝撃性雑音の吸収などに用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　周波数－振幅　　②　電圧－電流　　③　静電容量　　④　伝送損失


　(5)　トランジスタを用いた増幅回路について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　 (4点)
　　A　ベース接地方式による増幅回路では、電圧増幅が1以下であり、入力電圧と出力電圧の位相が反転する。

　　B　コレクタ接地方式による増幅回路は、電流増幅率が1以下でありが、入力インピーダンスが出力インピーダンスと比較して低いため、インピーダンス変換回路などに用いられる。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
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　(2)　表－1は、2入力の論理回路における入力論理レベルA及びBと出力Cとの関係を示した論理値表である。その論理回路の論理式が、
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　　で表されるとき、表中の出力レベルW、X、Y、Zは、それぞれ（　イ　）である。　　　　(5点)
	①　0,1,0,1　　②　0,1,1,0　　③　1,0,0,1

④　0,0,1,1、　⑤　0,1,1,1　　⑥　0,0,1,0
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　(3)　図－1の論理回路における入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）出力cの論理レベル（C）との関係式は、C＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　　　　　　　　(5点)
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　(4)　図－2に示す論理回路において、入力a及び入力bの論理レベル出力cの論理レベルとの関係が表－2の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルW、X、Y、Zは、それぞれ（　ウ　）である。

　(5点)
	　①　1,1,0,0、　②　0,1,1,0　　③　0,0,1,0

　④　0,1,0,0　　⑤　0,1,1,1
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
　(1)　図－1において、電気通信回線への入力電圧が（　ア　）ミリワット、その伝送損失が1キロメートル当たり0.5デシベル、負荷抵抗Rで消費される電力は、8.0ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　(5点)
	　①　12　　②　24　　③　32　　④　36　　⑤　80　　⑥　120
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　(2)　伝送損失のない一様な線路を（　イ　）で終端すると、電圧及び電流の大きさは、線路上のどの点においても一様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　コンデンサ　　②　特性インピーダンス　　③　容量性リアクタンス　　④　純抵抗


　(3)　図－2において、B方向における漏話減衰量は（　ウ　）デシベルである。　　　　　　(5点)
	　①　15　　②　33　　③　35　　④　43　　⑤　50　　⑥　53
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(4)　伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力の比をデシベル表示した値をその箇所の（　エ　）といい、通常〔dBr〕 で表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　基準レベル　　②　絶対レベル　　③　相対レベル　　④　平衡度　　⑤　SN比


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　伝送速度が64キロビット/秒の回線で、ある100秒間の誤り率を測定したところ、特定の2秒間にビットエラーが集中して、それぞれ58個と6個発生した。このときのBERの値は、（　ア　）となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
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　(2)　アナログ伝送路における回線雑音の中には、発生箇所での信号電力の大きさに関係なく、一定の大きさである。（　イ　）雑音が含まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　相互変調　　②　ジッタ　　③　基　本　　④　漏　話


　(3)　アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に変換するときに生ずる、（　ウ　）雑音の発生は避けられない。　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　補　間　　②　伝　送　　③　相互変調　　④　量子化　　⑤　ジッタ


　(4)　光アクセスシステム方式等における信号伝送方式の一つで、上り、下りのそれぞれの伝送方向に光ファイバ1心を割当てることにより、双方向伝送を実現する方式は、（　エ　）方式といわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　TCM　　②　WDM　　③　SDM


　

(5)　光パルスは光ファイバ中を伝搬する間にその波形に時間的な広がりが生ずる。この現象は分散といわれ、（　オ　）分散、構造分散及びモード分散の三つがある。　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　速　度　　②　トラヒック　　③　材　料　　④　負　荷


解答

第1問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）①

第2問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）④

第3問（ア）③　（イ）④　（ウ）③　（エ）②

第4問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）⑥　（エ）③

第5問（ア）①　（イ）③　（ウ）④　（エ）③　（オ）③
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